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Ⅰ．三朝町における小中連携検討の背景       

１ 小中連携の取組の背景 

現在の社会は、変化が激しく将来を見通しにくい社会であると言われています。今の 

子どもたちが成人して、社会で活躍する頃には、社会構造や雇用環境は大きく変化し、 

職業の在り方についても、現在の社会とは様変わりすることになると指摘する研究者も

います。 

こうした社会を子どもたちが力強く生き抜

いていくためには、一人ひとりが大切にされ、

安心して学ぶ中で力を伸ばすことが重要で

す。子どもたちが多様な他者と協働しながら

新たな価値を創造し、将来の予測が難しい社

会でも、未来を創り出していく力を獲得する

ことを期待するところです。 

令和２年度から小学校で完全実施となった

新学習指導要領では、基本方針に「よりよい

学校教育を通じてよりよい社会を創る」とい

う目標を、学校と社会が共有し、連携・協働し

ながら、新しい時代に求められる力を子どもたちに育むことが掲げられています。その

ためには、教育の在り方も一層の進化を遂げなければなりません。加えて令和元年１２

月の文部科学省初等中等教育分科会『新しい時代の初等中等教育の在り方（論点取りま

とめ）』では、子どもたち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育を実現する

ためにＩＣＴ環境を整備することが示されました。タブレット端末の１人１台環境は、

令和時代における学校の「スタンダード」であり、特別なことではなく、過去の教育実

践の蓄積の上に、最先端のＩＣＴ活用教育を取り入れ、これまでの教育実践とＩＣＴ活

用教育とのベストミックスを図っていくこと

により、学校教育の劇的な変化を求めるもの

です。この新たな教育の技術革新は、多様な

子どもたちを誰一人取り残すことのない公正

に個別最適化された学びや創造性を育む学び

にも寄与するものであり、特別な支援が必要

な子どもたちの可能性も大きく広げるもので

す。 

子どもたちが身に付けるべき資質や能力の

確実な定着を図るためには、小中連携教育を

核とした「縦の接続」と、地域や保護者との
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協働の「横の連携」がより一層必要であると考えるに至りました。 

 

２ 三朝小・中学校の現状と課題 

（１）統合後の小中連携における課題 

平成３１年４月、町内３つの小学校が統合し、新たに三朝町立三朝小学校が開校し、

町内１小１中の学校構成となりました。このことにより、小中相互の教職員の意思疎通

がスムーズになり、連携を深めながら教育活動を推進していくことが期待されました。 

ところで本町では、平成１７年度より三朝町教

育研究会が組織され、子どもたちが希望と喜びを

持った就学・進学をするため、保育園、小学校、

中学校及び行政が連絡・協議・調整を図りながら

相互の密接な連携を深め、三朝町教育の充実・向

上を図ってきました。 

しかしながら、三朝町教育研究会が平成３１年

の小学校統合を機に組織解体となったことから、

担当者同士の連携が不十分となり、いじめや不登

校などの生徒指導上の対応や就学指導において、

情報共有ができていなかったり、移行支援が十分に果たされなかったりという課題も出

てきました。 

そこで、各校の生徒指導担当者や通級指導教室担当者による月１回の担当者会を実施し

たり、特別支援教育担当者の研修を年２回実施したりしながら、必要に応じて協議の場を設

けて教育課題の解決を図ってきているところです。また、令和３年度から２年間、『鳥取

県ＩＣＴ活用教育推進地域』の指定を受けて、各教科におけるＩＣＴを活用した先進的

な取組を進めており、小中合同の研修会を実施したり、授業研究会に教職員を相互派遣

したりするなど、共通認識を持ちながら学びの改革を進め、１小１中の強みを生かした

特色ある教育を展開しています。 

 

（２）三朝町児童生徒の現状 

①児童生徒数の推移から 

令和３年５月現在、本町の小学校の児童数は２

９１人、中学校の生徒数は１６７人、児童生徒数の

合計は４５８人となっています。小中学校とも各

学年２学級の編成を行い、児童生徒が多様な意見

を交換し、解決方法や考えを練り上げる活発な授

業風景が見られます。しかしながら、今後の児童生

徒数は、少子化による出生数の減少により、令和７
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年度から学級数の減少が始まり、令和１７年度頃には小中とも各学年１クラス＊１とな

る見通しとなっています。少子化の進行や地域コミュニティの弱体化、核家族化の進行

により児童生徒の人間関係が固定化しやすい中、小中連携、一貫教育の実施により、児

童生徒が多様な教職員や児童生徒と関わる機会を増やすこと、中学生が小学生と触れ合

うことで、上級生であることを自覚し自尊感情を高めること、小学生にとっては、中学

生の姿が生き方のモデルとなることなどが期待できます。 

＊１ 県学級編制基準で令和７年度までに順次小学校６年生までが３０人学級となった場合の想定 

 

②学力調査の結果から 

近年の全国学力・学習状況調査の結果は表１のとおりとなっています（括弧内は全国

平均）。令和３年度の結果を見ると、小中学校とも概ね全国平均を上回る結果となって

います。国語の言語事項や算数・数学の計算の処理など、基本的な事項は確実に定着が

できていると言えます。 

 

表１ 全国学力・学習状況調査結果（令和元年度～３年度） 

三朝小 国語 算数 三朝中 国語 数学 英語 

令和元年度 61（63.8） 63（66.6） 令和元年度 79（72.8） 66（59.8） 60（56.0） 

令和２年度 68 76 令和２年度 77 60 実施なし 

令和３年度 65（64.7） 72（70.2） 令和３年度 68（64.6） 63（57.2） 実施なし 

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により全国的な調査が中止となったため、全国平均が示されて 

いません。 

 

しかしながら、結果を観点別又は領域別に分析すると、各教科における課題が見えて

きます。国語においては「読解力」と「記述力」、

算数・数学においては「データ活用力」と「資料の

活用」に課題があり、この課題が小学校と中学校に

共通したものとなっています。小学校で苦手意識

を抱えた児童が、中学校でもその課題を克服する

ことができないままとなっている姿が浮き上がっ

てきます。学習面における課題を解決するために

は、小中合同でめざす子ども像と授業像を共有し、

指導方法や指導体制を改善していかなければなり

ません。令和３年度より、授業研究会への相互派遣

を実施しているところですが、今後、さらに計画的かつ継続的に授業研究会を実施して

いかなければならないと考えています。 
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③配慮を要する児童生徒への支援の側面から 

本町では特別支援教育を学校経営の柱の一つと

して、特別支援教育支援員を配置するなど個別最

適な学習環境と具体的支援の提供を目指してきま

した。保護者の特別支援教育への理解も徐々に深

まり、現在は特別支援学級在籍児童生徒数が全体

の１割を超えています。しかしながら、小学校か

ら中学校への移行がスムーズにいかず、不適応状

態にある生徒がいるのも現状です。 

 ９年間の学びと育ちのつながりを重視した小中

一貫教育を念頭に置いて小中連携を行っていくた

めには、学力の向上や学校制度の違いという外的

要因により起こる不登校やいじめなど様々な問題を解消する効果的なカリキュラムな

どを編成していくなど、三朝町の小中連携のあり方を整えていくことが急務となってき

ています。 
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Ⅱ．三朝町における小中連携の方向性        

１ 小中連携で期待される教育効果 

 中央教育審議会の小中一貫教育特別部会（平成２４年９月）において、小中連携及び

小中一貫教育で期待される効果について広く周知されていますが、本町においては、特

に、次の点において効果を期待しています。 

 

○ 小学校から中学校への進学という、新しい環境での学習や生活へ移行する段階にお

いて、レジリエンス＊２の弱体化から不登校などの生徒指導上の諸問題につながってい

く事態などがあり、小学校から中学校への接続を円滑化する必要性がある。児童生徒

の発達が早まっていることを踏まえ、小学校高学年から中学校入学後までの期間に着

目し、当該期間に重点的な取り組みを行うことが重要と考えられる。連携の目的を明

確化するとともに関係者で情報を共有し、学校全体で組織的に取り組むことで、生徒

の暴力行為や不登校、いじめのない学校づくりにつなげていくことが期待される。 

 ＊２「困難な状況にもかかわらず、しなやかに適応して生きる力」のこと 

 

○ 小学校の教員は全教科を教えるのに対し、中学校の教員は特定の教科を指導するこ

とや、小・中学校では、対象とする児童生徒の発達の段階が異なることから、学習指

導、生徒指導の方法が異なるといったこともあり、小・中学校の教職員の職務の性質

は異なっている。小・中学校教職員間の職務性質の違いを教職員同士が認識し互いに

学び合うことで、教科横断的な視点に加えて、小・中学校の接続部分にも目を向け、

９年間を見据えた学びの積み上げにおける学力向上の効果が期待できる。 

 

○ 本町の特色ある教育である国際理解教育、英語教育、ＩＣＴ活用教育について、９

年間を見通したカリキュラムを作成することで、児童生徒が自校やふるさと三朝町へ

の誇りを持ち、自分の夢に向かって、生き生きとたくましく成長することが期待でき

る。 

 

２ 三朝町の小中連携の在り方 

小中連携において児童生徒に対する教育を施

す上で、教職員が小中９年間にわたって教育を見

通し、学校が直面している課題の解決に資すると

ともに、学校教育の質的向上を図っていくことが

必要です。 

三朝町で育ったことに誇りをもち、やさしくた

6



くましいみささっ子を育てるため、９年間を見通した連続性と系統性のある教育の在り

方を検討し、確かな学力の向上と豊かな情操の育成を図っていかなければなりません。 

そこで、小中連携教育の柱として「知・徳・体・誇り」の４つで、それぞれの努力目

標及び具体的施策を示すこととしました。 

 

３ 町内各園と小中学校の連携・接続について 

 本町においては、令和３年に「園・小学校の

連携・接続体制の構築と取組」を策定し、連携・

接続体制における職員の相互理解を図るとと

もに、園から小学校への円滑な移行を進めてい

ます。年間計画に基づく園と学校との交流やス

タートカリキュラムとアプローチカリキュラ

ムの作成など、子どもの発達や学びの連続性を

考慮しながら体制を構築してきました。 

しかしながら、交流が一過性のものにとどま

り、資質や能力をつなぐことができていなかっ

たり、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿が

到達目標と誤解され、連携の手掛かりとして十分機能していなかったりという課題が出て

きています。また、スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムが園と学校ぞれぞれで

策定され、理念が共通していないことも課題となっています。 

本町の抱えるこうした課題は、令和３年７月より審議が行われている中央教育審議会初

等中等教育分科会「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」においても全国的な課題で

あると示されており、園から小学校への円滑な連携と１８歳までを見据えた学びの連続性

への配慮が必要であるとまとめています。 

作成済のスタートカリキュラムとアプローチカリキュラムをもとにしながら、小中連携

の入り口となる「架け橋期（５歳児から小学校１年生の２年間）」を一体的に捉えたカリキ

ュラムの開発についても今後進めていく必要があると考えています。 
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Ⅲ．三朝町における小中連携教育          

 みささっ子教育ビジョンに掲げる基本理念及び目指す子ども像は次のとおりです。 

 

 

 基本理念を実現するための４つの柱について、それぞれ基本目標を掲げ、その過程で

必要となる学校の取組を具体的施策として推進していきます。 

（１）知〔確かな学力〕

自ら学び、身に付けた知識や技能を

活用できるみささっ子

（２）徳〔豊かな心〕

自分と他人の良さを認め、

互いに尊重し合えるみささっ子

（３）体〔健やかな体〕

いのちを大切にし、

健康でたくましいみささっ子

（４）誇り〔ふるさと愛〕

ふるさとを愛し、

ふるさとに誇りを持つみささっ子

【基本理念】

夢と希望を持ち ふるさとを愛する

やさしくたくましい みささっ子の育成

（１）知〔確かな学力〕 

自ら学び、身に付けた知識や技能を活用できるみささっ子 

具体的施策 

    「みささっ子スタンダード」 

・小中９年間で一貫した指導スタイルの確立 

・教職員の共通認識のもと授業実施 

・小学校から中学校、さらに高校進学などを見据えた滑らかな接続 

    ９年間を見通した教育課程の編成 

・中学校卒業時の姿を全職員が具体的にイメージ 

    教職員相互交流 

・授業交流の実施 

・計画的な合同研修の実施 

⇒ＩＣＴ活用教育研修、特別支援教育担当者研修など 

・中学校教員による乗り入れ授業 

 ⇒小学校６年生対象 

    ＩＣＴ活用教育 

・ＩＣＴを介した深い学びの実現（ＩＣＴ活用教育推進地域） 
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・ＩＣＴ活用カリキュラム（令和２年度作成）の見直し 

・動画作成による取組の外部発信 

 小学校 ⇒ 多賀町（学校間交流） 

 中学校 ⇒ 台湾、フランス、東京など（修学旅行の活用） 

    英語教育 

・国際理解教育（フランス・台湾） 

・ＭＥＳＰ（みささイングリッシュシャワープログラム）の推進 

・プログラム（令和３年度作成）の見直し 

・英語を活用した児童生徒間交流の実施 

（２）徳〔豊かな心〕 

自分と他人の良さを認め、互いに尊重し合えるみささっ子 

具体的施策 

    道徳教育 

・系統性のある道徳教育 

・「考え、議論する道徳」の実現 

    人権教育 

・効果的な教材活動の研究実践と教材配置の検討 

・９年間を見通した育てたい資質・能力の配列 

・相互授業参観 

⇒人権教育参観日の活用 

    主権者教育 

・地域課題に目を向ける学習の展開 

・「三朝町の未来を語る会」の実施 

⇒中学校３年生対象 

    特別支援教育 

・就学指導に係る接続プログラム 

・特別支援教育支援員の十分な配置と研修の実施 

・移行支援会議の実施 

・通級指導教室の利活用 

・通級指導担当者連絡会の開催（月１回程度） 

    心の教育 

・ボランティア活動の推進（町行事での協力要請） 

・文化、芸術体験 

・読み聞かせ交流の実施 

 ⇒中学校図書委員会によるブックトーク動画の作成 

    学校図書館教育 
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・学校図書館図書標準の１００％達成 

・小中学校担当者会の実施（月１回） 

 ⇒県立図書館との連携 

（３）体〔健やかな体〕 

いのちを大切にし、健康でたくましいみささっ子 

具体的施策 

    児童生徒の体力向上 

・継続した体力づくり活動 

・部活動及び校外スポーツクラブ活動の推進 

・学校保健委員会の開催 

    健康教育 

・いのちを大切にする教育機会の提供（助産師などの話） 

・基本的な生活習慣の確立 

⇒早寝早起き、朝ごはんの習慣化 

⇒スマホやゲーム利用のルールづくり 

・「三朝町子育て１２か条」の啓発 

    食育推進 

・地産地消に特化した給食の提供 

・全国学校給食週間における啓発活動 

    学校危機管理 

・小中合同避難訓練の実施 

・児童生徒の引き渡し訓練の実施（隔年で実施） 

 ⇒小中合同避難訓練と同日で実施 

・通学路合同点検（年１回） 

・感染症予防 

（４）誇り〔ふるさと愛〕 

ふるさとを愛し、ふるさとに誇りをもつみささっ子 

具体的施策 

    特色ある総合的な学習の時間の充実（ふるさとキャリア教育） 

・小中一貫した学習計画（令和元年度作成）の見直し 

・地域題材に学ぶ（地域学校協働本部の活用） 

・先輩から学ぶ 

・職場体験の実施（中学校２年） 

・三徳山登山（中学校１年） 

・修学旅行（小学校６年、中学校３年） 

    交流体験 
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・国際交流活動（フランス・台湾） 

・滋賀県多賀町、京都府城陽市との交流 

・リモート交流の積極的活用 

    教育コミュニティづくり 

・コミュニティ・スクールの導入（令和４年度） 

・人材バンクの蓄積 

    教職員対象ふるさと研修 

・新任教職員向け研修（８月）の実施 

・新規採用職員向け研修（８月）の実施 
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令和３年度全国学力・学習状況調査（正答率％）

確かな学力の育成

【基本的方向】
❶　基礎的・基本的な知識や技能が確実に身に付くよう、一人ひとりの能力に応じたきめ細やかな学習指導を行い、主体
     的に学ぶ意欲・態度を育んで学力向上を図ります。
❷　必要な知識・技能の習得につながる教育を推進し、教科内容の理解を促進します。
❸　特別な支援が必要な子ども一人ひとりの状況に応じた教育的支援を計画的に進めます。
❹　各教科・各学年相互の関連を図り、一人ひとりの発達や理解に応じた系統性・発展的な教育を行うため、小中学校間の
     情報交換及び連携をさらに推進します。

　合同職員研修及び授業研究会の相互交流を実施することで、町内１小１中の強みを生かし、教職員の連携と児童生徒理解
が深まることが期待される。また、ICT活用教育と英語教育については、令和３年度に９年間を見通したカリキュラムを作成
したことで、育てたい児童生徒の姿が具体的となり、発達段階に応じて身に付けさせたい知識及び技能の確実な定着につな
がった。

【キーワード】
学びの連続性　カリキュラム・マネジメント
ICT活用教育　みささっ子スタンダード
英語教育の推進　ALT配置
みささイングリッシュシャワープログラム

知

小中学校とも全国平均より高い結果であったが、算数・数学、国語とも、課題となる領域は小

中学校で共通していた。児童生徒の課題を共有し、一貫した指導を行うことが本町の今後の取

組となる。また、令和元年度実施の同調査では、本町中学生の英語の正答率は全国より高く、

保小中のつながりを見据えた英語プログラムの実施や国際交流により、高い関心を持って学

習に取り組む生徒の姿がうかがえる。

三朝小 全国 三朝中 全国

算数 72.0 70.2

数学 63.0 57.2

国語 65.0 64.7 68.0 64.6

令和３年度は、ICT活用に係る職員研

修を小中で月２回実施し、指導技術の

向上を図った。

小１から外国語活動を実施

し、英語への慣れ親しみを

促す。
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　自分たちが暮らす三朝町の現状を知り、良さや課題を考えることで、三朝町をよくするためにできることを考える
きっかけになった。さらに、町行政に携わる役場職員と意見交換することで、自分たちも住民の一人として、地域に貢
献したいという意識が高まる取り組みとなった。一人ひとりの社会的、職業的自立を促すふるさとキャリア教育の観点
も踏まえた活動であり、今後も継続開催していくこととする。

【基本的方向】
❶　子どもたちが自分の良さを知るとともに、他人の痛みや悲しみを理解できる優しさ、協調性などを育むことができる
     環境づくりを目指します。
❷　不登校児童生徒を含めた児童生徒の悩みに対する相談体制を充実します。
❸　文化・芸術に触れ、様々な活動を主体的に経験する機会の充実を図り、情報教育を推進します。
❹　読書の面白さ、大切さを児童生徒に伝えられる環境づくりを推進します。

取組１　切れ目のない一人ひとりに応じた特別支援教育

担当者会
情報交換
共通理解

ねらい：中学3年生に三朝町行政や三朝町教育行政の現状及び将来構
想について理解と関心を深めてもらうとともに、中学生の立場から
三朝町に対しての意見や要望等を聞いて、豊かな未来を築くために
自分たちで実現可能な解決策を考える。

豊かな心の醸成

【キーワード】
特別支援教育の充実　　移行支援会議
切れ目ない支援　　道徳教育の充実
教育相談活動　　不登校対応　図書館の充実
問題行動の未然防止と早期対応

就学前後の情報交換や共通理解を綿密に行うことで、小学校における指導の経過を共有し、中学校教職員の、生徒の特
性や障害の程度に関する理解につなげ、一人ひとりに応じた指導法の向上に今後も努めていきたい。

取組２　主権者教育
         ～三朝町の未来を語る会～

取組３　学校図書館教育
　　～各機関との連携～

・就学指導に係る連携

・移行支援会議の開催

・通級指導担当者会の実施

・小中特支在籍児童生徒の

交流や体験の実施

切れ目
のない

・特別支援教育支援員の十分な配置

・小中園合同特別支援教育担当者研修会の実施

・児童生徒に必要な支援を検討するための外部

機関との連携

・児童生徒、保護者、教職員間の見学

一人ひとり
のニーズに
合った

徳

小中学校担当者、町立図書館職員、県立図

書館職員による担当者会を定期的に実施

し、学校図書館の充実を図るとともに、新

校舎建築後の魅力ある学校図書館づくり

を進める。役場担当課の職員の助言を参考にし

ながら、グループの意見をまとめる。

全体発表に備えて、プレゼンの準備を

行う。

町長、教育長、役場職員の前でプレゼンす

ることで、三朝町の将来を担う人材とし

ての自覚を深めることにつながった。

生徒が模造紙にまとめた提案は、町文化

ホールに掲示し、取組内容について広く

周知を図った。

「個別の教育支援計画」や「個別の指導計

画」、「引継シート（三朝町版）」等の活用によ

る児童生徒理解や自立と社会参加を目指す

連続性を持たせた指導をする。各様式につ

いては、保小中と統一したものとし、切れ目

のない支援とする。

町内の担当者が合同に研修することで、三朝町の

児童生徒の連続した成長を共通理解しながら、専

門性を高め、個に応じたより良い支援の在り方を

研修する。また、小中に設置している通級指導教

室では、在籍児童生徒の状況や指導方法を共有・

検討するための担当者会を行う。
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健やかな体の育成

　スマホやタブレット端末の普及で、メディア依存となる児童生徒が増えたり、運動する子としない子の二極化傾向が顕著に
なったりと本町児童生徒の抱える課題は多い。子育て１２か条を作成し、保護者に啓発するとともに、地域への協力を依頼
し、健やかな心と体の育成を目指している。健康な体は、学習や運動を行う土台となるものであり、スマホやタブレット端末
利用ルールについても、小中の接続を意識しながら検討していくこととする。

【基本的方向】
❶　子どもの発達段階を考慮しながら、遊び時間や体育の時間をはじめとする様々な機会を利用して、体力及び運動能力
　　 の向上と運動に親しむ態度の育成を図ります。
❷　食育や健康教育について、家庭や地域と連携し、日常生活の中で継続的に行います。

【キーワード】
体力向上　体育的行事の充実
部活動指導員及び外部指導者の派遣
地産地消　栄養指導　いのちの教育
学校保健委員会　基本的な生活習慣

体

自然災害、感染症等、様々な事案に迅速な対応が求められることから、学校危

機管理においても、小中の教職員が連携する必要がある。

👉小中合同避難訓練の実施

・町関係機関と連携した避難訓練や避難所設営訓練の実施

👉引き渡し訓練の実施

👉通学路合同点検の実施（年１回）

・交通安全プログラムに従って学校、地域、行政、保護者が実施する。

👉職員研修の実施

【三朝中学校】

1年間に2度、生徒自身による

手作り弁当の日を設定している。

栄養６群や地産地消、彩り等、学

年ごとに作る弁当のテーマがあ

り、献立作成や調理、盛り付けま

で生徒自身で行うことで、食へ

の関心を高める取組となってい

る。

体力向上の取組

👉新体力テストから明らかとなった運動課題の克服に取り組む。（柔軟性・瞬発力）

👉中学校体育科教員による小学校への乗り入れ授業（専門的教科指導）

👉学校保健委員会の開催 ⇒ 健康課題を明らかにして保護者啓発へ

👉部活動及び校外スポーツ活動の推進（部活動指導員、外部指導者の活用）

健康教育

👉いのちを大切にする学習の実施（ゲスト・ティーチャーとして助産師、保健師等）

👉三朝町子育て１２か条の啓発（令和４年度より実施の取組）

・保こ小中が一体となって、家庭の教育力を高め、基本的生活習慣の確立と規範意識の定
着を目指す。PTA総会等を活用して説明を行い、広く周知する。

👉小中養護教諭担当者会の実施（随時）

食育推進

👉食に関する知識と意識を高め、心身の健康を増進する健全な食生活につなげる。

・地産地消による給食の提供（地産地消率：令和2年度９５％）

👉全国学校給食週間の活用

・町長等との交流給食、給食標語ｺﾝｸｰﾙ、特別ﾒﾆｭｰ給食

👉栄養教諭による食に関する指導の計画的な実施

学校危機管理
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　日本遺産として認定されている世界屈指のラドン泉である三朝温泉と国宝投入堂を有する三徳山は、町を代表する地域
資源である。これらを中心に地域の魅力ある資源をキャリアパスポートとして配置し、切れ目なく実践することで「ふる
さとへの誇りと愛着」を育む。
　なお、令和４年度からはコミュニティ・スクールの導入によって地域の力が加わり、学校・地域が連携し、体験活動の
充実を図る。
　また、国内外での交流体験活動を通じて、グローバルな視点で物事に取り組む生徒の育成をすることで、ふるさとを想
う気持ちを深める。

ふるさと愛の醸成

【キーワード】　
特色ある総合的な学習の時間
地域題材の活用　ふるさとキャリア教育
国際交流体験　国内姉妹都市交流
コミュニティ・スクール
日本遺産の活用

【基本的方向】
❶　地域の魅力ある資源を活用し、本町の歴史や産業、文化への理解を深めます。
❷　地域の環境や災害についての学びを通して、ふるさとを守るという地域防災意識を高めます。
❸　ふるさと三朝町に誇りと愛着を持ち、その発展に貢献しようとする子どもを育てる教育を推進します。

取組１　ふるさとキャリア教育
👉９年間を見通したｷｬﾘｱ･ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの作成

👉地域題材の活用

👉先輩に学ぶ、トライワークの実施

　地域に学ぶことで、自分たちが暮らす三
朝の良さに気づき、その発展に貢献しよう
とする気持ちを高めることができる。ま
た、多くの大人の専門性や地域の力を生か
すことで、児童生徒の学びや体験活動が充
実し、生きる力につながる学習が期待でき
る。キャリア・パスポートは、毎年度見直
しを行い、次年度の活動の充実を図る。

三朝町小・中学校　キャリア・パスポート構成

取組２　国際交流体験及び国内姉妹都市交流

👉フランス交流、台湾交流

国外姉妹都市との相互派遣やリモートを活用した交流により、異文化への理解を深めるとともに、豊かな国際感覚を養うこと
を目的として実施する。コロナ禍で相互派遣が難しくなった令和２年度からは、リモート接続を積極的に取り入れ、交流を継続
しているところである。

👉国内姉妹都市交流（滋賀県多賀町）

令和４年度より、滋賀県多賀町との交流をスタートする。初年度は、教員による相互派遣を行い、児童による交流の在り方を協
議していくこととする。

誇り

フランス訪問及び台湾訪問に向けて

の事前学習では、町国際交流員や県

国際交流員、国際交流財団コーディ

ネーター等の支援を受けながら、その

国や地域への理解を深めたり、語学学

習を行ったりしながら準備を進めてい

く。

１ページ ２ページ ３ページ ４ページ ５ページ ６ページ ７ページ ８ページ ９ページ １０ページ

共通 教科外活動
教科学習
教科外活動

学校外の活動 共通(例)
教科学習
教科外活動

教科外活動

学年 学活（３） 行事（学校） 行事（学年） 地域（個人） 地域（学校） 各教科等 各学年裁量 学活（３）

小1
1年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

さあみんなで
でかけよう

保こ小
プール交流
（体）

たのしさ
見つけたよ
ふゆ（生）

ひろがれ
えがお（生）

３学期をふりか
えろう

小2
2年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

レッツゴー
町たんけん

おいしい
野菜を育てよう

（生）

もっと行きたいな

町たんけん（生）

これまでのわたし

これからのわたし

（生）

３学期をふりか
えろう

小3
3年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

三朝の名人に
会いに行こう

三朝温泉を
紹介しよう
（総合）

店で働く人（社）

のこしたいもの

つたえたいもの

（社）

3学期をふりか
えろう

小4
4年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

ごみのしょりと
利用

福祉施設との
交流
（総合）

バリアフリー
見つけ
（総合）

大人に近づく
身体（学）

３学期をふりか
えろう

小5
5年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

船上山
宿泊学習

米をつくろう
（総合）

環境を守る
取り組み
（総合）

保育園との
交流
（総合）

３学期をふりか
えろう

小6
6年生になって
＊夢・目標

運動会

校内音楽会

三朝小まつり

縦割り班集会

修学旅行
住みよい三朝にする

ための方策を考えよ

う（総合）

将来の夢と
向き合おう
（総合）

成長した
わたしたち
（家）

３学期をふりか
えろう

中1
1年生になって
＊夢・目標

秋季大運動会
大山登山
（宿泊）

ゲストティーチャー
から

学ぶ（総合）

身近な人の
職業調べ
（総合）

校内文化祭
３学期をふりか

えろう

中2
2年生になって
＊夢・目標

秋季大運動会

トライワーク
みささ

（職場体験）

三朝の未来を
語る会
（総合）

先輩に学ぶ
（総合）

校内文化祭
３学期をふりか

えろう

中3
3年生になって
＊夢・目標

秋季大運動会 修学旅行 企業訪問

進路計画の
修正と検討
（学）

校内文化祭
３学期をふりか

えろう

もうすぐ３年生

【共通】９年間を振り返って

共通

キャリア・パスポートの構成（三朝町教育委員会）

学活（３）

　
長
期
休
業
や
土
日
祝
日
を
利
用
し
て
地
域
の
ま
つ
り
や
行
事
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

　
等
に
参
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
記
入
す
る

。

　

〔
子
ど
も
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
・
サ
マ
ー

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
ク
ー

ル
等

〕

もうすぐ２年生

もうすぐ３年生

もうすぐ４年生

もうすぐ５年生

もうすぐ６年生

【共通】６年間を振り返って

もうすぐ２年生
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夢と希望を持ち　ふるさとを愛する
やさしい　たくましい　みささっ子の育成

三朝町　子育て１２か条　　～絆深まる家族　親子は元気　よきかたち～

❼聞くときは　子どもの目を見て　最後まで
❽読み聞かせ　読書習慣　家庭から
❾記名して　大事に使おう　自分の持ち物
❿家族の一員　感謝の気持ちで　お手伝い
⓫体験で　得られる本物　知と心
⓬地域の行事　みんなで参加　地域で子育て

❶絆深まる家族団らん　親子の会話が心の栄養
❷家族にもあいさつ　ありがとう　ごめんなさい
❸親がまず教えよう　ことの良し悪し　しつけから
❹子育てを　スマホ、ゲームに任せない
❺ハグ、タッチ、スキンシップのぬくもりを
❻元気の素は　早寝早起き　朝ごはん

三朝町小中連携構想イメージ 令和４年4月

【三朝小学校教育目標】
ふるさとを愛し　心豊かでたくましく
夢と希望にあふれる主体的な子どもの育成

【三朝中学校教育目標】
高い志と豊かな感性を持ち

２１世紀をたくましく生きる生徒の育成

三朝町　目指す児童生徒の育成

★学力向上の推進
・「みささっ子ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ」の活用

・小中９年間一貫した指導

★教員の相互交流
・合同研修会の実施

・各種学力調査の活用と調査結

果の考察

・中学校教員による小学校への

乗り入れ授業の実施

★ICT活用教育
・GIGAスクール構想の推進

・ICT活用カリキュラムの作成

・ICT活用教育推進地域事業

・動画作成による外部発信

★英語教育
・国際理解教育の推進（フランス交流・台湾交流）

・MESP(みささイングリッシュシャワープログラム）の推進

・プログラム（令和３年度作成）の見直し

・英語を活用した児童生徒間交流の実施

・小中へのALTの配置と効果的活用

・ALTの園への派遣

★道徳教育
・系統性のある道徳教育

・「考え、議論する道徳」の実現

★人権教育
・人権教育主任者会の開催

・系統性のある教材配置

・９年間を見通した育てたい資質・能力の配列

★特別支援教育
・就学指導に係る連携

・移行支援会議の開催

・特別支援教育支援員の配置

・小中園合同特別支援教育担当者研修会の実施（年２回）

・通級指導教室担当者会の実施（月１回程度）

★生徒指導
・生徒指導担当者会の実施（月１回）

・いじめ、不登校の未然防止と早期発見、早期対応

・外部機関との連携強化

★主権者教育
・中学生対象「三朝町未来を語る会」の開催（年１回）ー

徳 ー豊かな心の醸成ーー確かな学力の育成ー 知

ー健やかな体の育成ー 体 誇り ーふるさと愛の醸成ー

★体力向上
・継続した体力づくり活動

・部活動及び校外スポーツ活動の推進

・学校保健委員会の開催

★健康教育
・いのちを大切にする学習の実施

・基本的な生活習慣の確立

・「三朝町子育て１２か条」の啓発

★食育推進
・給食における地産地消の推進

・全国学校給食週間の活用

★学校危機管理
・小中合同避難訓練

・引き渡し訓練の実施

・通学路合同点検（年１回）

・職員研修の実施

・感染症予防「

★ふるさとキャリア教育
・小中一貫した年間計画（令和元年度作成）

・地域題材の活用（小学校）

・先輩に学ぶ、トライワークの実施（中学校）

★国際交流体験及び国内姉妹都市交流
・フランス交流、台湾交流（中学校）

・町国際交流員との交流

・滋賀県多賀町、京都府城陽市との交流

・リモート交流の積極的活用

★教育コミュニティづくり
・コミュニティ・スクールの導入

・人材バンクの活用

★教職員対象ふるさと研修
・新任教職員研修

・新規採用教職員研修

・日本遺産を知る研修

・地域との交流体験

小学校 中学校

家庭

地域
こども園

保育園
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学年 時間数

・三徳山に伝わる伝説や民話を聞いて、
　自分たちの住んでいる三朝町に関心
　を持つことができる。
　【資質・能力①】

・自分たちが日ごろ食べている三徳山
　名物がどのようにして作られている
　か知ることで地元の産物に興味と誇
　りを持つことができる。
 【資質・能力①】

・三朝温泉について、見学したり体験
　したりしたことをまとめて発表する
　ことができる。
・三朝温泉の良さやそこに携わる人々
　の工夫や努力を理解することができ
　る。
　【資質・能力①、③、⑤】

・鳥取県唯一の国宝建造物である投入
　堂等、三徳山の文化財について知り、
　その保存や活用に取り組んでいる人
　々の思いや願いを大切に受け継いで
　いくことができる。
　【資質・能力①、⑥】

・三朝に伝わる祭りや芸能について調
　べることで、伝統・文化の素晴らし
　さやそれを守る人々の工夫が分かり、
　自ら進んで地域行事に参画しようと
　する気持ちをも持つことができる。
　【資質・能力①、⑥】

4

出
会
う
・
気
づ
く

深
め
る

広
げ
る

中１

中２

中３

2

2

2

2

2

4

6

日本遺産ＰＲ　①

・三徳山三佛寺

小１

小２

小３

小４

小５

小６

6

日本遺産ＰＲ　②

・三朝ＰＲ動画の作成

・三徳山に関する文化財

・三朝温泉

・３枚のはなびら

・役の行者（投入堂）

・三徳山と大山の背くらべ

おいしい三徳名物

三徳山登山

・六根清浄と六感治癒

・三徳山あれこれ

・三朝温泉の効能

三朝町の未来を語る会

・事前学習（町長説明）

・三朝町の未来を語る会

・事後学習（町民への広報）

三朝の祭り

・花湯祭り（陣所）

・御幸行列

・キュリー祭

・三朝に伝わる芸能

・これまでの学習から、日本遺産を広
　く周知し、活用していくために自分
　たちにできることを考え、関係者に
　向けた提案をすることができる。
　【資質・能力②、④、⑤、⑦】

・三徳山登山と三朝温泉入浴を体験する
　ことで、日本遺産の目玉ともいえる「
　六根清浄と六感治癒」を実感し、その
　良さを広める方法を考えることができ
　る。
　【資質・能力①、⑤、⑥】

・国宝「投入堂」を有する日本遺産の
　三徳山と三朝温泉の良さを国内外に
　周知するための方法を考えて動画を
　作成し自分たちのアイデアを生かし
　て、発信することができる。
　【資質・能力②、④、⑤、⑥】

〇日本遺産の三徳山、三朝温
　泉を有するわが町「三朝」
　の良さを国内外に広めるた
　めの方法を考えるとともに、
　三朝町に暮らす一人として
　自分たちにできることを考
　えることができるようにす
　る。

・自分たちの住んでいる町、ふるさと
　三朝の人、自然、社会の現在の実情
　の中から問いを見出し、その解決に
　向けて考えたことをまとめて、分か
　りやすく表現することができる。
　【資質・能力③、④、⑦】

〇三徳山や三朝温泉など、町
　内の観光資源や文化財等に
　ついて、その保存や活用に
　尽力している先人の努力や
　協力について知ることがで
　きるようにする。

〇ゲスト・ティーチャーとし
　てお話グループの方を招い
　て読み聞かせを依頼したり、
　観光協会や旅館組合、三佛
　寺住職等から直接話を聞い
　たり出会いを演出すること
　で、興味や関心を持ちなが
　ら学習に取り組むことがで
　きるようにする。

〇出会いを通して、より深く
　学んでいきたい事柄を見つ
　けることができるように支
　援する。

〇三徳山や三朝温泉について
　の歴史や伝統文化、日本遺
　産としての魅力についての
　探求的な学習に主体的・協
　同的に取り組むとともに、
　自ら進んで地域社会に参画
　しようとする態度を育てる。

〇４年生までに学習したこと
　を適時振り返りながら、歴
　史や伝統を受け継いできた
　人に共通する思いや願いに
　気づくことができるように
　する。

・文殊堂

・地蔵堂

・納経堂

三徳山投入堂

・国宝「投入堂」

・三徳とうふ

・とちもち

三朝温泉

・白狼伝説

・三朝温泉の歴史

・温泉体験

・三朝温泉街

三徳山にまつわるお話

三朝町教育委員会

日本遺産である三朝温泉及び国宝“投入堂”を有する三徳山等、町内の文化財や資源についての理解を深め、大切に受け
継がれてきたふるさとの人々の思いを知ることで、ふるさと「三朝」に夢と誇りを持った将来の担い手の育成につなげ
る。

ねらい

日本遺産及び町内文化遺産を利用した「ふるさとキャリア教育」の実施計画

題　材　名 目標及び身に付けたい資質・能力 指導の重点

育成を目指す
資質・能力

・自ら課題を見つけ、自ら学び、考える児童生徒
・人を思いやる心、人権を尊重する心をもち、人とつながり、協働することができる児童生徒
・ふるさとを愛し、ふるさとの良さを守りながら、新しいものを創造する児童生徒

知識・技能

思考力
判断力
表現力

学びに向かう
人間性

資質・能力の基準

①出会い（ひと・こと・もの）からの学び
②情報活用スキル

③多角的・多面的に考え、対話し、よりよい答えを導く力
④新しく創造し、表現する力

⑤自ら課題を見つけ、自ら学び、考え続ける力
⑥人とつながり、協働しようとする力
⑦自己を見つめ、生き方を考えようとする力
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文
字

入
力

（
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ー
マ

字
）

　
　
図
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及
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情

報
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報
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フ
ロ

ー
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る
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現
等

１
　
学
　
年

２
　
学
　
年

３
　
学
　
年

中
　
　
　
学
　
　
　
校

情 報 の 科 学 的 な 理 解

情
報
活
用
の
基
礎
と
な
る

情
報
手
段
の
特
性
の
理
解

3
観
点

8
要
素

１
　
学
　
年

小
　
　
　
学
　
　
　
校

情
報
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切
に
扱
っ
た
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情
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た
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３
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４
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ノ
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思
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グ
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育
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三
朝
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教
育
委
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会

三
朝
小
・
中
学
校
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お
け
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情
報
活
用
能
力
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■
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初
等

中
等

教
育
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け
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教
育
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報
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す
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検
討
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1
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初
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習
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情 報 活 用 の 実 践 力

課
題
や
目
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に
応
じ
た

情
報
手
段
の
適
切
な
活
用
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要
な
情
報
の
主
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的
な

収
集
･
判
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･
表
現
･
処
理
･
創
造

受
け
手
の
状
況
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ど
を

踏
ま
え
た
発
信
･
伝
達

情 報 社 会 に

参 画 す る 態 度

社
会
生
活
の
中
で
情
報
や
情
報

技
術
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や

及
ぼ
し
て
い
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情
報
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情
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に
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望
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す
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「

情
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情
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運
動

の
行

い
方

　　
及

び
身

近
な

生
活

に
お

け
る

健
康

・安

　　
全

に
つ

い
て

の
理

解

○
基

本
的

な
動

き
や

動
作

に
関

す
る

技
能

○
自

己
の

課
題

を
見

付
け

、そ
の

解
決

に

　　
向

け
て

思
考

し
判

断
し

た
こ

と
を

他
者

　　
に

伝
え

る
力

等

○
課

題
解

決
を

目
指

し
て

、事
象

を
比

較

　　
し

た
り

、関
連

付
け

た
り

し
て

考
え

る
力

○
相

手
や

目
的

、意
図

に
応

じ
て

分
か

り

　　
や

す
く

ま
と

め
、表

現
す

る
力

等

英
　
　
語

○
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
目

的
・場

　　
面

・状
況

等
に

応
じ

て
、情

報
や

考
え

　　
な

ど
を

表
現

す
る

力

○
音

声
で

慣
れ

親
し

ん
だ

語
彙

や
基

本
的

　　
な

表
現

を
読

ん
だ

り
、語

順
を

意
識

し
な

　　
が

ら
書

い
た

り
し

て
表

現
す

る
基

礎
的

　　
な

力
等

授
業

デ
ザ

イ
ン

力
・
活

用
力

等
、
教

職
員

の
活

用
指

導
力

の
向

上
　
　
⇒

　
ＩＣ

Ｔ
活

用
教

育
推

進
地

域
事

業
　
　
三

朝
町

教
育

委
員

会
ＩＣ

Ｔ
活

用
研

修

体
　
育
　
科

総
合
的
な
学
習

各
教
科
と
の

関
連

国
　
　
語

○
筋

道
を

立
て

て
考

え
る

力

○
情

報
活

用
に

関
す

る
知

識
や

技
能

○
情

報
を

多
面

的
・多

角
的

に
精

査
し

　　
構

造
化

す
る

力

○
文

や
文

章
を

整
え

る
力

○
情

報
を

編
集

・操
作

す
る

力

○
話

や
文

章
を

構
成

す
る

力
等

社
　
　
会

○
自

分
で

音
楽

表
現

を
し

た
り

友
達

と
一

　　
緒

に
音

楽
表

現
を

し
た

り
、自

分
の

思

　　
い

や
意

図
を

音
楽

で
表

現
す

る
力

○
音

楽
に

関
す

る
知

識
や

技
能

を
活

用

　　
し

て
音

楽
表

現
を

工
夫

し
、ど

の
よ

う

　　
に

表
す

か
に

つ
い

て
思

い
や

意
図

を

　　
見

出
す

力
等

○
数

理
的

に
表

現
・処

理
す

る
技

能

○
日

常
の

事
象

を
数

理
的

に
捉

え
、筋

　　
道

立
て

て
考

察
す

る
力

○
数

学
的

に
考

え
る

こ
と

や
数

理
的

な
処

　　
理

の
よ

さ
に

気
付

き
、進

ん
で

生
活

や

　　
学

習
に

生
か

そ
う

と
す

る
態

度
等

○
社

会
的

事
象

に
関

す
る

情
報

を
適

切

　　
に

集
め

、ま
と

め
る

技
能

○
思

考
・判

断
し

た
こ

と
を

適
切

に
表

現

　　
す

る
力

○
社

会
に

見
ら

れ
る

課
題

を
把

握
し

て
、

　　
社

会
へ

の
関

わ
り

方
を

選
択

・判
断

す

　　
る

力
等

理
　
　
科

○
自

然
事

象
に

対
す

る
基

本
的

な
概

念

　　
や

性
質

・規
則

性
の

理
解

○
事

象
を

比
較

、関
係

付
け

て
多

面
的

に

　　
考

え
捉

え
る

力

○
根

拠
に

基
づ

き
判

断
し

表
現

す
る

力

○
問

題
解

決
の

過
程

に
関

し
て

そ
の

妥
当

　　
性

を
検

討
す

る
態

度
等

家
　
庭
　
科

○
実

習
や

観
察

・実
験

、調
査

、交
流

活
動

　　
の

結
果

等
に

つ
い

て
、考

察
し

た
こ

と
を

　　
根

拠
や

理
由

を
明

確
に

し
て

分
か

り
や

　　
す

く
表

現
す

る
力

○
日

常
の

生
活

課
題

に
つ

い
て

様
々

な
解

　　
決

方
法

を
構

想
し

、実
践

を
評

価
・改

　　
善

し
表

現
す

る
力

等

算
数
・
数
学

音
　
　
楽

基
本

的
操

作
（

起
動

･
終

了
等

）
基

本
操

作
（

保
存

等
の

フ
ァ

イ
ル

操
作

）
基

本
的

操
作

（
フ

ァ
イ

ル
整

理
等

）
目

的
に

応
じ

た
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
（

ア
プ

リ
）

の
利

用
が

で
き

る

・
図

書
資

料
か

ら
集

め
る

（
情

報
の

整
理

）

・
リ

ン
ク

集
を

使
っ

て
検

索
す

る

・
W

e
b

で
集

め
る

（
情

報
の

選
択

）

・
検

索
エ

ン
ジ

ン
を

活
用

す
る

・
様

々
な

方
法

で
情

報
を

集
め

る
（

分
類

･
整

理
）

・
複

数
キ

ー
ワ

ー
ド

で
検

索
す

る

・
図

書
資

料
や

W
e
b

を
活

用
し

、
情

報
を

取
捨

選
択

す
る

・
具

体
的

で
詳

細
な

情
報

を
得

る

表
現

手
段

に
写

真
を

活
用

す
る

表
現

手
段

に
写

真
や

動
画

を
活

用
す

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

活
用

・
動

画
編

集

ｸ
ﾗ
ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｾ
ﾞﾝ

ﾃｰ
ｼｮ

ﾝ

・
P

R
動

画
作

成

ﾃ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
や

ｱ
ﾌ
ﾚ
ｺ

・
卒

業
ｱ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ﾑ
制

作

人
権

劇
撮

影

・
P

C
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
各

部
の

名
称

が
わ

か
る

・
デ

ー
タ

を
ま

と
め

た
り

、
並

べ
た

り
で

き
る

・
各

部
の

名
称

と
役

割
が

わ
か

る

・
周

辺
機

器
や

記
録

メ
デ

ィ
ア

の
利

用

・
情

報
を

基
に

図
や

グ
ラ

フ
を

作
成

す
る

・
基

本
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
（

O
S

）
や

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
機

能
が

わ
か

る

単
純

な
命

令
を

組
み

合
わ

せ
て

、
簡

単
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

）

自
ら

の
発

表
の

振
り

返
り

情
報

収
集

や
表

現
方

法
の

振
り

返
り

情
報

活
用

の
仕

方
を

振
り

返
り

、
改

善
の

仕
方

を

考
え

る
情

報
活

用
の

仕
方

に
つ

い
て

、
成

果
や

過
程

を
基

に
、
改

善
の

方
法

を
考

え
る

・
相

手
の

気
持

ち
を

考
え

て
行

動
す

る

・
個

人
情

報
に

つ
い

て
知

る

人
が

作
っ

た
も

の
を

大
切

に
す

る

公
共

の
も

の
を

大
切

に
す

る

・
適

切
な

表
現

で
情

報
を

発
信

す
る

・
ID

や
パ

ス
ワ

ー
ド

の
重

要
性

を
知

る

著
作

権
を

知
り

、
個

人
の

権
利

に
配

慮
す

る

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
の

よ
さ

を
知

り
、協

力
し

て
使

う

・
責

任
を

も
っ

て
情

報
発

信
す

る

・
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
対

策
や

ﾌ
ｨ
ﾙﾀ

ﾘﾝ
ｸﾞ

の
重

要
性

が
わ

か
る

肖
像

権
を

知
り

、
個

人
の

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｲ
ﾊ
ﾞｼ

ｰに
配

慮
す

る

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
が

公
共

の
も

の
で

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る

・
情

報
発

信
に

よ
る

社
会

の
影

響
や

自
分

の
責

任
に

つ
い

て
考

え
、
行

動
す

る

・
S

N
S

等
で

の
情

報
の

送
受

信
に

伴
い

発
生

す
る

問
題

に
適

切
に

行
動

す
る

人
格

権
や

肖
像

権
等

、
個

人
の

権
利

を
尊

重
す

る

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
上

の
ｺ
ﾐｭ

ﾆﾃ
ｨに

進
ん

で
関

わ
り

、
適

切
に

行
動

す
る
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単
元
計
画
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
重
点
項
目

教
科

書
等

【
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

楽
し

む
】

・
感

情
を

表
す

言
葉

・
h
a

p
p

y
,A

n
g

ry
,s

a
d

等

・
英

語
絵

本
の

読
み

聞
か

せ

【
表

現
を

楽
し

む
】

・
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

ソ
ン

グ

・
ナ

ン
バ

ー
ソ

ン
グ

・
生

き
物

の
言

い
方

に
慣

れ

親
し

む
。

【
表

現
を

楽
し

む
】

・
H

e
ll
o
 S

o
n
g

・
英

語
音

声
に

合
わ

せ
て

体

を
動

か
す

こ
と

を
楽

し
む

。

【
表

現
を

楽
し

む
】

・
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

通
し

て
、

体
の

部
位

の
言

い
方

に

慣
れ

親
し

む
。

・
天

気
の

言
い

表
し

方
に

慣

れ
親

し
む

。

【
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

楽
し

む
】

・
好

き
な

も
の

を
尋

ね
た

り

答
え

た
り

す
る

。

・
果

物
の

言
い

表
し

方
に

慣

れ
親

し
む

。

【
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

楽
し

む
】

・
色

を
尋

ね
た

り
答

え
た

り

す
る

。

・
色

の
言

い
表

し
方

に
慣

れ

親
し

む
。

【
外

国
の

文
化

に
慣

れ
親

し

む
】

・
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

・
ク

リ
ス

マ
ス

【
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

楽
し

む
】

・
車

の
言

い
表

し
方

に
慣

れ

親
し

む
。

・
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｹ
ﾞ
ｰ
ﾑ

【
日

本
の

文
化

に
触

れ
る

】

・
お

正
月

・
バ

レ
ン

タ
イ

ン

１ ・ ２ 年

【
ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
】

・
挨

拶
の

仕
方

・
S

im
o
n
 S

a
y
s
 G

a
m

e

・
英

語
絵

本
の

読
み

聞
か

せ

【
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

楽
し

む
】

・
指

導
者

や
友

だ
ち

と
気

持

ち
を

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す

る
。

【
表

現
を

楽
し

む
】

・
数

字
や

天
気

の
言

い
表

し

方
に

慣
れ

親
し

む
。

【
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

楽
し

む
】

・
W

h
a

t 
y
o
u
r 

n
a

m
e
?

の

表
現

を
使

っ
て

イ
ン

タ

ビ
ュ

ー
を

行
う

。

【
表

現
を

楽
し

む
】

・
H

e
ll
o
 S

o
n
g

・
W

e
a

th
e
r 

S
o
n
g

・
野

菜
の

言
い

表
し

方
に

慣

れ
親

し
む

。

【
表

現
を

楽
し

む
】

・
形

の
言

い
表

し
方

に
慣

れ

親
し

む
。

・
乗

り
物

の
言

い
方

に
慣

れ

親
し

む
。

【
外

国
の

文
化

に
慣

れ
親

し

む
】

・
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

・
ク

リ
ス

マ
ス

【
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

楽
し

む
】

・
D

o
 y

o
u
 l
ik

e
～

？
の

表
現

を
使

っ
て

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を

行
う

。

【
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

楽
し

む
】

・
W

h
a

t 
fo

o
d

(c
o
lo

r)
 d

o

y
o
u
 l
ik

e
?

の
表

現
を

使
っ

て

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

う
。

３ 年

【
H

e
ll
o
!】

・
挨

拶
や

名
前

の
言

い
方

に

慣
れ

親
し

む
。

・
挨

拶
を

し
合

う
。

【
H

o
w

 a
re

 y
o
u
?

】

・
表

現
や

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を

工
夫

し
て

挨
拶

を
し

合
う

。

・
感

情
や

状
態

の
表

現
に

慣

れ
親

し
む

。

【
H

o
w

 m
a

n
y
?

】

・
2

0
ま

で
の

数
の

言
い

方
に

慣
れ

親
し

む
。

・
数

を
尋

ね
た

り
答

え
た

り

す
る

。

【
I 

li
k
e
 b

lu
e
.】

・
色

の
言

い
方

に
慣

れ
親

し

む
。

・
自

分
の

好
み

を
伝

え
合

う
。

【
W

h
a

t 
d

o
 y

o
u
 l
ik

e
?

】

・
物

の
言

い
方

に
慣

れ
親

し

む
。

・
何

が
好

き
か

を
尋

ね
た

り

答
え

た
り

す
る

。

【
A

L
P

H
A

B
E

T
】

・
活

字
体

の
大

文
字

の
読

み

方
に

慣
れ

親
し

む
。

・
自

分
の

姓
名

の
頭

文
字

を

伝
え

合
う

。

【
T

h
is

 i
s
 f

o
r 

y
o
u
.】

・
形

の
言

い
方

に
慣

れ
親

し

む
。

・
欲

し
い

も
の

を
尋

ね
た

り

答
え

た
り

し
て

伝
え

合
う

。

【
W

h
a

t'
s
 t

h
is

?
】

・
身

の
回

り
の

物
の

言
い

方

に
慣

れ
親

し
む

。

・
ク

イ
ズ

を
出

し
た

り
答

え

た
り

し
合

う
。

【
W

h
o
 a

re
 y

o
u
?

】

・
誰

か
と

尋
ね

る
表

現
に

慣

れ
親

し
む

。

・
絵

本
等

の
短

い
話

を
聞

い

て
、

内
容

が
概

ね
分

か
る

。

４ 年

【
H

e
ll
o
 w

o
rl

d
!】

・
様

々
な

挨
拶

の
言

い
方

に

慣
れ

親
し

む
。

・
友

達
と

挨
拶

を
し

、
自

分

の
好

み
等

を
伝

え
合

う
。

【
le

t'
s
 p

la
y
 c

a
rd

s
.】

・
遊

び
や

天
気

の
言

い
方

、

遊
び

に
誘

う
表

現
に

慣
れ

親

し
む

。

・
好

き
な

遊
び

を
尋

ね
合

う
。

【
I 

li
k
e
 M

o
n
d

a
y
s
.】

・
曜

日
の

言
い

方
に

慣
れ

親

し
む

。

・
自

分
の

好
き

な
曜

日
に

つ

い
て

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す

る
。

【
W

h
a

t 
ti

m
e
 i
s
 i
t?

】

・
時

刻
や

日
課

の
言

い
方

に

慣
れ

親
し

む
。

・
好

き
な

時
間

に
つ

い
て

尋

ね
た

り
答

え
た

り
す

る
。

【
D

o
 y

o
u
 h

a
v
e
 a

p
e
n
?

】

・
文

房
具

等
の

学
校

で
使

う

物
の

言
い

方
に

慣
れ

親
し

む
。

・
学

校
で

使
う

物
に

つ
い

て

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す
る

。

【
A

lp
h
a

b
e
t】

・
活

字
体

の
小

文
字

の
読

み

方
に

慣
れ

親
し

む
。

・
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

ク
イ

ズ

を
出

し
た

り
答

え
た

り
す

る
。

【
W

h
a

t 
d

o
 y

o
u
 w

a
n
t?

】

・
食

材
の

言
い

方
に

慣
れ

親

し
む

。

・
欲

し
い

食
材

を
尋

ね
た

り

要
求

し
た

り
し

、
メ

ニ
ュ

ー

を
紹

介
す

る
。

【
T

h
is

 i
s
 m

y
 f

a
v
o
ri

te

p
la

c
e
.】

・
教

科
名

や
教

室
名

の
言

い

方
に

慣
れ

親
し

む
。

・
道

案
内

の
仕

方
に

慣
れ

親

し
む

。

【
T

h
is

 i
s
 m

y
 d

a
y
.】

・
日

課
を

表
す

言
い

方
に

慣

れ
親

し
む

。

・
絵

本
等

の
短

い
話

を
聞

い

て
、

反
応

を
返

す
。

５ 年

【
自

己
紹

介
】

・
好

き
な

物
を

伝
え

な
が

ら

自
己

紹
介

す
る

。

・
食

べ
物

、
動

物
、

ス
ポ

ー

ツ
等

【
M

y
 b

ir
th

d
a

y
 i
s
 M

a
y

1
0

th
.】

・
月

や
行

事
の

言
い

方
に

慣

れ
親

し
む

。

・
自

分
の

欲
し

い
物

を
尋

ね

た
り

答
え

た
り

す
る

。

【
I 

s
tu

d
y
 m

a
th

 o
n

M
o
n
d

a
y
.】

・
教

科
名

や
身

の
回

り
の

物

の
言

い
方

に
慣

れ
親

し
む

。

・
夢

の
時

間
割

を
作

成
し

伝

え
合

う
。

【
I 

s
o
m

e
ti

m
e
s
 w

a
lk

 t
h
e

d
o
g

.】

・
日

課
や

頻
度

の
言

い
表

し

方
に

慣
れ

親
し

む
。

・
自

分
の

日
課

に
つ

い
て

尋

ね
た

り
答

え
た

り
す

る
。

【
S

h
e
 c

a
n
 s

in
g

 w
e
ll
.】

・
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
、

で

き
る

か
で

き
な

い
か

を
尋

ね

た
り

答
え

た
り

す
る

。

【
T

h
is

 i
s
 m

y
 s

is
te

r.
】

・
他

者
の

紹
介

を
聞

い
て

、

得
意

な
こ

と
や

特
徴

が
分

か

る
。

・
得

意
な

こ
と

を
尋

ね
た

り

答
え

た
り

す
る

。

【
I 

w
a

n
t 

to
 g

o
 t

o

F
ra

n
c
e
.】

・
国

名
や

動
作

の
言

い
方

に

慣
れ

親
し

む
。

・
行

き
た

い
国

や
そ

の
理

由

を
尋

ね
た

り
答

え
た

り
す

る
。

【
W

h
e
re

's
 t

h
e
 p

a
rk

?
】

・
位

置
の

言
い

表
し

方
に

慣

れ
親

し
む

。

・
場

所
を

尋
ね

た
り

答
え

た

り
す

る
。

【
I'

d
 l
ik

e
 p

iz
z
a

.】

・
食

べ
物

や
味

、
金

額
の

言

い
表

し
方

に
慣

れ
親

し
む

。

・
オ

リ
ジ

ナ
ル

メ
ニ

ュ
ー

を

紹
介

し
合

う
。

６ 年

【
自

己
紹

介
】

・
既

習
事

項
を

使
っ

て
自

己

紹
介

を
す

る
。

・
友

達
の

自
己

紹
介

を
聞

き
、

詳
し

く
知

り
た

い
こ

と

を
尋

ね
る

。

【
I'

m
 f

ro
m

T
o
k
y
o
,J

a
p

a
n
.】

・
外

国
の

人
に

す
る

自
己

紹

介
を

考
え

て
伝

え
る

。

・
い

ろ
い

ろ
な

ジ
ャ

ン
ル

の

好
き

な
物

を
尋

ね
た

り
答

え

た
り

す
る

。

【
W

e
lc

o
m

e
 t

o
 J

a
p

a
n
.】

・
外

国
の

人
に

物
や

場
所

を

紹
介

す
る

内
容

を
考

え
、

相

手
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

伝

え
る

。

※
W

e
lc

o
m

e
 t

o
 M

is
a

s
a

.

～
ポ

ス
タ

ー
で

紹
介

し
よ

う

M
y
 t

o
w

n
～

【
I 

w
a

n
t 

a
 b

ig
 p

a
rk

 i
n

o
u
r 

to
w

n
.】

・
地

域
に

あ
っ

た
ら

よ
い

と

思
う

も
の

に
つ

い
て

尋
ね

た

り
答

え
た

り
す

る
。

【
M

y
 s

u
m

m
e
r 

v
a

c
a

ti
o
n

w
a

s
 g

re
a

t.
】

・
夏

休
み

の
思

い
出

を
整

理

し
、

相
手

が
理

解
で

き
る

よ

う
に

伝
え

る
。

※
夏

休
み

の
思

い
出

を
英

語

で
絵

日
記

に
表

そ
う

。

【
W

h
a

t 
d

id
 y

o
u
 d

o
 l
a

s
t

w
e
e
k
e
n
d

?
】

・
感

想
の

言
い

方
に

慣
れ

親

し
む

。

・
最

近
の

出
来

事
に

つ
い

て

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す
る

。

【
I 

e
n
jo

y
e
d

 s
c
h
o
o
l.

】

・
自

分
の

思
い

出
の

学
校

行

事
に

つ
い

て
尋

ね
た

り
答

え

た
り

す
る

。

【
I 

w
a

n
t 

to
 b

e
 a

 v
e
t.

】

・
職

業
の

言
い

方
に

慣
れ

親

し
む

。

・
将

来
就

き
た

い
職

業
に

つ

い
て

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す

る
。

【
I 

w
a

n
t 

to
 j

o
in

 t
h
e

b
ra

s
s
 b

a
n
d

.】

・
部

活
動

や
中

学
校

で
や

っ

て
み

た
い

こ
と

に
つ

い
て

伝

え
合

っ
た

り
、

英
文

で
書

い

た
り

す
る

。

※
単

元
末

の
ス

ピ
ー

チ
動

画

や
作

文
を

中
学

校
へ

時
間

が
あ

れ
ば

※
中

学
生

へ
英

語
で

お
礼

の
手

紙
を

書
こ

う
。

１ 年

【
G

e
t 

R
e
a

d
y
】

・
小

学
校

英
語

の
復

習

・
音

声
と

文
字

の
関

係

・
辞

書
の

使
い

方

【
友

だ
ち

を
作

ろ
う

】

・
b

e
動

詞
（

肯
定

/
否

定
/
疑

問
）

・
場

所
の

尋
ね

方

【
1

-
B

の
生

徒
た

ち
】

・
一

般
動

詞
」

（
肯

定
/
否

定
/
疑

問
）

・
命

令
文

、
否

定
命

令
文

・
時

刻
（

時
間

）
の

尋
ね

方

【
タ

レ
ン

ト
シ

ョ
ー

を
開

こ

う
】

・
助

動
詞

（
c
a

n
)

・
w

h
a

tの
疑

問
文

※
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

活
動

「
自

己
紹

介
」

【
L

e
t'

s
 E

n
jo

y
 J

a
p

a
n
e
s
e

C
u
lt

u
re

.】

・
T

h
is

(T
h
a

t/
H

e
/
S

h
e
)i

s

～
.

・
W

h
o
～

？

【
J
u
n
io

r 
S

a
fe

ty

P
a

tr
o
l.

】

・
三

人
称

、
単

数
、

現
在

【
T

h
e
 W

a
y
 t

o
 S

c
h
o
o
l.

】

・
目

的
格

(h
im

,h
e
r)

・
W

h
y
～

？

・
B

e
c
a

u
s
e
～

？

　
理

由
に

つ
い

て
の

Q
 &

A

【
R

e
s
e
rc

h
 o

n

A
u
s
tr

a
li
a

.】

・
手

段
、

方
法

に
つ

い
て

尋

ね
る

。

・
h
o
w

の
疑

問
文

※
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

活
動

「
他

者
紹

介
」

※
６

年
生

に
紹

介

【
T

h
e
 y

e
a

r-
E

n
d

E
v
e
n
ts

.】

・
現

在
進

行
形

（
肯

定
/
否

定
/
疑

問
）

【
A

 T
ri

p
 t

o
 F

in
la

n
d

.】

・
過

去
に

し
た

こ
と

を
伝

え

る
（

規
則

動
詞

）
。

・
過

去
に

し
た

こ
と

を
伝

え

る
（

不
規

則
動

詞
）

。

【
G

ra
n
d

m
a

 B
a

b
a

's

W
a

rm
in

g
 I

d
e
a

s
!】

・
過

去
の

状
態

に
つ

い
て

話

す
。

・
b

e
動

詞
の

過
去

形

・
過

去
進

行
形

※
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

活
動

「
写

真
紹

介
」

２ 年

【
S

ta
rt

 o
f 

a
 N

e
w

S
c
h
o
o
l 
y
e
a

r.
】

・
予

定
や

計
画

を
伝

え
る

。

・
未

来
表

現

・
接

続
詞

 w
h
e
n
/
if

【
L

e
a

v
e
 O

n
ly

F
o
o
tp

ri
n
ts

.】

・
義

務
や

命
令

、
必

要
性

を

伝
え

る
。

・
接

続
詞

th
a

t/
m

u
s
t/

h
a

v
e
 t

o

【
T

a
s
te

 o
f 

C
u
lt

u
re

.】

・
行

動
の

目
的

を
伝

え
る

。

・
動

名
詞

・
不

定
詞

※
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

活
動

「
夢

の
旅

行
」

【
H

ig
h
-
T

e
c
h
 n

a
tu

re
.】

・
比

べ
る

表
現

・
比

較
級

・
最

上
級

a
s
～

a
s

【
W

o
rk

 E
x
p

e
ri

e
n
c
e
.】

・
様

子
や

状
態

を
伝

え
る

。

・
h
o
w

 t
o
～

・
lo

o
k
+

形
容

詞

・
s
h
o
w

+
人

+
物

【
L

iv
e
 L

if
e
 i
n
 T

ru
e

H
a

rm
o
n
y
.】

・
受

け
身

の
言

い
方

で
伝

え

た
り

尋
ね

た
り

す
る

。

・
b

e
動

詞
+

過
去

形

※
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

活
動

「
こ

ん
な

人
に

な
り

た
い

」

【
A

 G
a

te
w

a
y
 t

o

J
a

p
a

n
.】

・
現

在
完

了
形

※
日

本
の

ポ
ッ

プ
カ

ル

チ
ャ

ー

※
6

年
生

に
紹

介

【
A

 H
o
p

e
 f

o
r 

L
a

s
ti

n
g

P
e
a

c
e
.】

・
現

在
完

了
形

・
現

在
完

了
進

行
形

【
こ

の
1

年
で

得
た

「
宝

も

の
」

】

※
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

活
動

「
自

己
P

R
」

３ 年

【
B

e
n
to

s
 A

re

In
te

re
s
ti

n
g

!】

・
依

頼
表

現

・
a

s
k
～

？

【
G

o
o
d

 N
ig

h
t,

S
le

e
p

T
ig

h
t.

】

・
関

節
疑

問
文

・
te

ll
+

人
～

【
A

 H
o
t 

S
p

o
rt

s

T
o
d

a
y
.】

・
c
a

ll
+

人

・
m

a
k
e
+

人
+

形
容

詞

・
使

役
動

詞

※
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

活
動

「
記

者
会

見
」

【
S

ig
n
 L

a
n
g

u
a

g
e
s
,N

o
t

J
u
s
t 

G
e
s
tu

re
s
!】

・
現

在
分

詞

・
過

去
分

詞

【
T

h
e
 S

to
ry

 o
f

C
h
o
c
o
la

te
.】

・
関

係
代

名
詞

（
主

格
）

・
w

h
o
/
w

h
ic

h
/
th

a
t

【
T

h
e
 G

re
a

t 
P

a
c
if

ic

G
a

rb
a

g
e
 P

a
tc

h
.】

・
関

係
代

名
詞

（
目

的
格

）

・
目

的
格

の
省

略

・
w

h
ic

h
/
th

a
t

【
Is

 A
I 

a
 F

ri
e
n
d

 o
r 

a
n

E
n
e
m

y
?

】

・
仮

定
法

過
去

・
I 

w
is

h
+

主
語

+
仮

定
法

【
中

学
校

の
思

い
出

を
残

そ

う
】

※
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

活
動

「
中

学
校

の
思

い
出

」

Blue Sky（啓林館） SUNSHINE（開隆堂）

三
朝

町
教

育
委

員
会

中 学 校

園

小 学 校

M
IS

A
S

A
 E

n
g

li
s
h

 S
h

o
w

e
r 

P
ro

g
ra

m
単

　
　

元
　

　
名

　
　

（
　

ユ
　

ニ
　

ッ
　

ト
　

）
　

等

Let's Try!（文科省）

19



運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検
討
会
議
提
言
の
概
要

※
国
立
の
中
学
校
等
で
も
、学

校
等
の
実
情
に
応
じて
積
極
的
に
取
り組

む
こと
が
望
ま
しい
。

※
公
立
及
び
国
立
の
高
等
学
校
等
に
つ
い
て
は
、義

務
教
育
を
修
了
し進

路
選
択
した
高
校
生
等
が
自
らの
意
思
で
選
択
して
い
る
実
態
等
が
あ
る
が
、各

学
校
の
実
情
に
応
じて
改
善
に
取
り組

む
こと
が
望
ま
しい
。

※
私
立
学
校
で
も
、学

校
等
の
実
情
に
応
じて
適
切
な
指
導
体
制
の
構
築
に
取
り組

む
こと
が
望
ま
しい
。

これ
ま
で

の
対
応

〇
運
動
部
活
動
の
在
り方

に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イド
ライ
ン
（
平
成

30
年
３
月
）
：
学
校
と地

域
が
協
働
・融
合
した
形
で
の
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ環

境
整
備
を
進
め
る

〇
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
９
月
）

：
令
和
５
年
度
以
降
、休
日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
を
図
る

〇
中
教
審
や
国
会
等
：
「部
活
動
を
学
校
単
位
か
ら地

域
単
位
の
取
組
とす
る
」旨
指
摘

○
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
しむ
機
会
を
確
保
。自

主
的
・主
体

的
な
参
加
に
よ
る
活
動
を
通
じ
、責

任
感
・連
帯
感
を
涵

養
、自

主
性
の
育
成
に
も
寄
与
。

○
人
間
関
係
の
構
築
、自

己
肯
定
感
の
向
上
、問

題
行
動
の

抑
制
。信

頼
感
・一
体
感
の
醸
成
。

意 義

〇
近
年
、特

に
持
続
可
能
性
とい
う面

で
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り、
中
学
校
生
徒
数
の
減
少
が
加
速
化
す
る
な
ど深
刻
な
少
子

化
が
進
行
。

＜
生
徒
数
：
昭
和

61
年

58
9万

人
→
令
和
３
年

29
6万

人
に
半
減
、出

生
数
：
令
和
３
年

84
万
人
＞

〇
競
技
経
験
の
な
い
教
師
が
指
導
せ
ざ
る
を
得
な
か
った
り、
休
日
も
含
め
た
運
動
部
活
動
の
指
導
が
求
め
られ
た
りす
る
な
ど

、教
師
に
とっ
て
大
き
な
業
務
負
担
。 ＜

土
日
の
部
活
動
指
導
：
平
成

18
年
度

1時
間
６
分
→
平
成

28
年
度
２
時
間
９
分
に
倍
増
＞

〇
地
域
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
指
導
者
等
と学

校
との
連
携
・協
働
が
十
分
で
は
な
い
。

課 題

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

ス
ポ
ー
ツ
施
設

大
会

会
費
や
保
険

学
習
指
導
要
領
等

・地
域
の
実
情
に
応
じ、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
が
実
施
主
体

・特
定
種
目
だ
け
で
な
く、
生
徒
の
状
況
に
適
した
機
会
を
確
保

・先
進
的
に
取
り組

ん
で
い
る
事
例
を
ま
とめ
提
供

・必
要
な
予
算
の
確
保
や

to
to
助
成
を
含
む
多
様
な
財
源
確
保
の
検
討

・指
導
者
資
格
の
取
得
や
研
修
の
実
施
の
促
進

・部
活
動
指
導
員
の
活
用
、教

師
等
の
兼
職
兼
業
、人

材
バ
ン
ク

・指
導
者
の
確
保
の
た
め
の
支
援
方
策
の
検
討

・学
校
体
育
施
設
活
用
に
係
る
協
議
会
の
設
置
、ル
ー
ル
の
策
定

・ス
ポ
ー
ツ団

体
等
に
管
理
を
委
託

・大
会
主
催
者
に
対
し、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
の
参
加
も
認
め
る
よ
う要

請
・地
域
の
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
も
参
加
で
き
る
大
会
に
対
して
支
援

・困
窮
す
る
家
庭
へ
の
ス
ポ
ー
ツに
係
る
費
用
の
支
援
方
策
の
検
討

・ス
ポ
ー
ツ安

全
保
険
が
、災

害
共
済
給
付
と同

程
度
の
補
償
とな
る
よ
う要

請

・部
活
動
の
課
題
や
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
通
知
、学

習
指
導
要
領
解
説
の
見

直
し、
次
期
改
訂
時
の
見
直
しに
向
け
た
検
討

・部
活
動
等
か
ら伺

え
る
個
性
や
意
欲
・能
力
を
入
試
全
体
を
通
じ多

面
的
に
評
価

・教
師
の
採
用
で
部
活
動
指
導
の
能
力
等
を
過
度
に
評
価
して
い
れ
ば
、見

直
す

※
公
立
中
学
校
等
に
お
け
る
運
動
部
活
動
を
対
象

１

〇
少
子
化
の
中
で
も
、将
来
に
わ
た
り我

が
国
の
子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
継
続
し
て
親
し
む
こと
が
で
き
る
機
会
を
確
保
。こ
の
こと
は
、学

校
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し、
学
校
教
育
の
質
も
向
上
。

〇
ス
ポ
ー
ツ
は
、自
発
的
な
参
画
を
通
して
「楽
し
さ
」「
喜
び
」を
感
じる
こと
に
本
質
。自
己
実
現
、活
力
あ
る
社
会
と絆

の
強
い
社
会
創
り。
部
活
動
の
意
義
の
継
承
・発
展
、新
し
い
価
値
の
創
出
。

〇
地
域
の
持
続
可
能
で
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
一
体
的
に
整
備
し、
子
供
た
ち
の
多
様
な
体
験
機
会
を
確
保
。 (
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
の
組
織
化
、指

導
者
や
施
設
の
確
保
、複

数
種
目
等
の
活
動
も
提
供

)

〇
ま
ず
は
、休
日
の
運
動
部
活
動
か
ら
段
階
的
に
地
域
移
行
して
い
くこ
とを
基
本
とす
る

○
目
標
時
期
：
令
和
５
年
度
の
開
始
か
ら
３
年
後
の
令
和
７
年
度
末
を
目
途

〇
平
日
の
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、で
き
る
とこ
ろ
か
ら取

り組
む
こと
が
考
え
られ
、地

域
の
実
情
に
応
じた
休
日
の

地
域
移
行
の
進
捗
状
況
等
を
検
証
し
、更
な
る
改
革
を
推
進

〇
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
確
保
、生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
った
活
動
機
会
の
充
実
等
に
も
着
実
に
取
り組

む
〇
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と学

校
との
連
携
・協
働
の
推
進

※
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
「選
択
肢
」を
示
し
、「
複
数
の
道
筋
」が
あ
る
こと
や
、「
多
様
な
方
法
」が
あ
る
こと
を
強
く意
識

R5
R6

R7
R8

休
日
の
運
動
部
活
動
の
地
域
移

行
に
向
け
た
改
革
集
中
期
間

進
捗
状
況
を
検

証
し
、更

に
改
革

・ガ
イド
ライ
ン
の
改
訂

・地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
推
進

計
画
の
策
定
・実
施

・公
的
な
支
援

（
合
意
形
成
や
条
件
整
備
等
の
た
め
更
に
時
間
を
要
す
る
場
合
に
も
、地

域
の
実
情
等
に
応
じ可

能
な
限
り早

期
の
実
現
を
目
指
す
）

改 革 の 方 向 性運 動 部 活 動 の

意 義 と 課 題 課 題 へ の 対 応目 指 す
姿



運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
検
討
会
議
提
言
の
概
要
【各
論
】

参
加
者

全
て
の
希
望
す
る
生
徒
を
想
定
。

実
施
主
体

地
域
の
実
情
に
応
じて
、実

施
主
体
とし
て
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツク
ラブ
や
ス
ポ
ー
ツ少

年
団
、ク
ラブ
チ
ー
ム
、プ
ロス
ポ
ー
ツチ
ー

ム
、民

間
事
業
者
、フ
ィッ
トネ
ス
クラ
ブ
、大

学
等
）
を
想
定
しな
が
ら対

応
。学
校
関
係
の
組
織
・団
体
（
地
域
学
校
協
働
本
部
や
保
護
者
会
等
）
も
想
定
。

活
動
内
容

特
定
の
運
動
種
目
に
専
念
す
る
活
動
だ
け
で
な
く、
休
日
等
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ体

験
教
室
や
体
験
型
キ
ャン
プ
、レ
クリ
エ
ー
シ
ョン
活
動
、複

数
の
運
動
種
目
を

経
験
で
き
る
活
動
、障

害
の
有
無
に
関
わ
らず
誰
も
が
参
加
で
き
る
活
動
な
ど、
生
徒
の
状
況
に
適
し
た
機
会
を
確
保
。適

切
な
活
動
日
数
や
活
動
時
間
とす
る
。

活
動
場
所

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ団

体
の
施
設
や
公
共
の
運
動
施
設
の
他
、地

域
の
中
学
校
を
は
じめ
学
校
の
体
育
施
設
な
ども
積
極
的
に
活
用
。

構
築
方
法
等

ま
ず
は
休
日
に
つ
い
て
着
実
に
進
め
た
上
で
、次
の
ス
テ
ップ
とし
て
平
日
に
取
り組

む
こと
を
基
本
とす
る
。地

域
の
実
情
等
に
応
じて
平
日
と休

日
を
一
体
とし
て

構
築
す
る
な
ども
あ
り得

る
。市
町
村
に
お
い
て
、地

域
ス
ポ
ー
ツ担

当
部
署
や
学
校
の
設
置
・管
理
運
営
を
担
う担

当
部
署
、地

域
ス
ポ
ー
ツ団

体
、学

校
等
の

関
係
者
か
らな
る
協
議
会
を
設
置
し、
活
動
の
実
施
主
体
や
ス
ケ
ジ
ュー
ル
な
どを
検
討
し実

行
。
＜
令
和
４
年
度
か
ら令

和
６
年
度
の
取
組
を
例
示
＞

○
地
域
に
お
け
る
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
在
り方

とそ
の
構
築
方
法
等
（
第
２
章
）

［
具
体
的
課
題
へ
の
対
応
］

現
状

と
課

題
求

め
ら
れ
る
対

応

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

の
整
備
充
実

（
第
３
章
）

・ど
の
地
域
に
お
い
て
も
、受

け
皿
とな
る
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
の
整

備
充
実
が
必
要
だ
が
、地

域
ス
ポ
ー
ツ団

体
と中

学
校
等
との

連
携
が
十
分
で
な
い
とこ
ろ
が
多
い
。

○
国
は
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
組
の
参
考
とな
る
よ
う、
連
携
や
支
援
の
在
り方

に
つ
い
て
先

進
的
に
取
り組

ん
で
い
る
事
例
を
ま
とめ
提
供
。

○
中
学
生
を
受
け
入
れ
る
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
に
つ
い
て
、必
要
な
予
算
の
確
保
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
くじ

（
to

to
）
助
成
を
含
め
た
多
様
な
財
源
の
確
保
に
よ
る
国
の
支
援
も
検
討
。地

域
の
実
情
に
応

じた
支
援
体
制
の
整
備
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

質
・量
の

確
保
方
策

（
第
４
章
）

・専
門
性
や
資
質
を
有
す
る
指
導
者
の
量
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。

・教
師
等
の
中
に
は
専
門
的
な
知
識
や
技
量
、指

導
経
験
が

あ
り、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ指

導
を
強
く希
望
す
る
者
も
い
る
。

○
指
導
者
資
格
の
取
得
や
研
修
の
実
施
の
促
進
。J

SP
O
は
、競

技
団
体
等
が
主
催
す
る
大
会
に
お

い
て
、公

認
ス
ポ
ー
ツ指

導
者
資
格
の
取
得
を
義
務
付
け
。

○
部
活
動
指
導
員
の
活
用
や
、教
師
等
に
よ
る
兼
職
兼
業
、企
業
・ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
大
学
か
らの
指

導
者
の
派
遣
、地

域
の
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
と連

携
した
人
材
バ
ン
ク
の
設
置
な
ど。
指
導
者
の
確
保

（
適
切
な
対
価
の
支
払
い
等
）
の
た
め
の
国
の
支
援
方
策
の
検
討
。

○
希
望
す
る
教
師
が
円
滑
に
兼
職
兼
業
の
許
可
を
得
られ
る
よ
う、
国
は
許
可
の
対
象
とな
り得

る
例

を
周
知
す
る
とと
も
に
、教

育
委
員
会
は
兼
職
兼
業
の
運
用
に
係
る
考
え
方
等
を
整
理
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

確
保
方
策

（
第
５
章
）

・公
共
ス
ポ
ー
ツ施

設
や
ス
ポ
ー
ツ団

体
・民
間
事
業
者
等
が

有
す
る
ス
ポ
ー
ツ施

設
だ
け
で
は
足
りな
い
地
域
も
想
定
され
る
。

・ス
ポ
ー
ツ団

体
等
が
学
校
体
育
施
設
を
利
用
す
る
場
合
、施

設
管
理
を
学
校
が
行
うと
負
担
が
増
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

○
学
校
体
育
施
設
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、地

方
公
共
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
が
連
絡
・調
整

す
る
た
め
の
協
議
会
を
設
立
し、
利
用
ル
ー
ル
等
の
策
定
や
、利
用
の
割
り当

て
の
調
整
を
行
う。

○
施
設
利
用
の
促
進
・学
校
の
負
担
軽
減
の
た
め
、放

課
後
や
休
日
の
学
校
体
育
施
設
の
管
理
を
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
す
る
な
どし
て
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
に
委
託
。

２



現
状

と
課

題
求

め
ら
れ
る
対

応

大
会
の
在
り方

（
第
６
章
）

・大
会
の
参
加
資
格
が
学
校
単
位
に
限
定
され
、地

域
の
ス

ポ
ー
ツ団

体
等
の
参
加
は
認
め
られ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。

・中
体
連
と競

技
団
体
が
主
催
す
る
全
国
大
会
が
併
存
。

全
国
大
会
で
は
よ
り上

を
目
指
そ
うと
して
練
習
の
長
時
間

化
・過
熱
化
に
よ
る
怪
我
や
故
障
、行

き
過
ぎ
た
指
導
等
を

招
い
て
い
る
。

・休
日
の
大
会
参
加
の
引
率
に
負
担
を
感
じて
い
る
教
師
も

い
る
。大

会
運
営
の
多
くを
教
師
が
担
って
い
る
実
態
が
あ
る
。

〇
令
和

5年
度
以
降
は
、国
は
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
も
参
加
で
き
る
大
会
に
対
し
て
、引
き
続

き
支
援
。地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
支
援
の
在
り方

を
見
直
し。

〇
地
域
に
お
い
て
、自

分
な
りの
ペ
ー
ス
で
ス
ポ
ー
ツに
親
しみ

た
い
生
徒
や
複
数
の
運
動
種
目
を
経
験

で
き
る
活
動
に
参
加
して
い
る
生
徒
等
の
成
果
発
表
の
場
とし
て
ふ
さ
わ
し
い
大
会
を
整
備
。

○
生
徒
の
心
身
の
負
担
や
保
護
者
の
金
銭
負
担
が
過
重
に
な
らな
い
よ
う、
国
か
らス
ポ
ー
ツ団

体
等
に

対
し、
全
国
大
会
の
開
催
回
数
の
精
選
を
要
請
。ス
ポ
ー
ツボ
ラン
テ
ィア
の
活
用
。

○
大
会
運
営
は
主
催
者
で
あ
る
団
体
等
の
職
員
に
よ
り担

わ
れ
る
べ
き
で
あ
り、
国
か
ら団

体
等
に
対
し、

大
会
運
営
体
制
に
つ
い
て
適
切
に
見
直
す
こと
を
要
請
。

会
費
の
在
り方

（
第
７
章
）

・地
域
ス
ポ
ー
ツに
支
払
う会

費
が
保
護
者
に
とっ
て
大
き
な
負

担
とな
る
と躊

躇
す
る
恐
れ
。

・経
済
的
に
困
窮
す
る
家
庭
に
お
い
て
は
会
費
を
支
払
うこ
とが

難
しい
。

○
学
校
施
設
の
低
額
で
の
貸
与
な
ど地

方
公
共
団
体
や
国
か
ら
の
支
援
、地
元
企
業
の
施
設
の

利
用
や
用
具
の
寄
付
等
の
支
援
。

○
例
え
ば
、地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
困
窮
す
る
家
庭
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る
費
用
の
補
助
や
、地

元
企
業
か
らの
寄
附
等
に
よ
る
基
金
の
創
設
な
どの
取
組
に
関
し、
国
に
よ
る
支
援
方
策
も
検
討
。

保
険
の
在
り方

（
第
８
章
）

・地
域
移
行
後
も
安
心
して
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ活

動
に
参
加
で

き
る
よ
う、
生
徒
や
指
導
者
が
怪
我
等
を
して
も
十
分
な
補
償

を
受
け
られ
る
よ
うに
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
国
は
、J

SP
O
や
各
競
技
団
体
を
通
じて
、地

域
の
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
に
対
して
、指

導
者
や
会
員
の

保
険
加
入
を
強
く促
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
つ
い
て
、災
害
共
済
給
付
と同

程
度
の
補
償
とな
る
よ
う、
国
か
らス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
に
補
償
内
容
の
充
実
を
要
請
。

関
連
諸
制
度
等

の
在
り方

（
第
９
章
）

・学
校
で
運
動
部
活
動
が
運
営
され
、教

師
が
顧
問
とな
って

指
導
を
担
うこ
とが
前
提
とな
って
い
る
関
連
諸
制
度
に
つ
い
て
、

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ活

動
に
参
加
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
く状
況

に
ふ
さわ
しい
も
の
に
、見

直
して
い
く必
要
が
あ
る
。

○
学
習
指
導
要
領
：
部
活
動
の
課
題
や
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
通
知
・学
習
指
導
要
領
総
則
解
説

編
に
明
記
。次
期
改
訂
時
（
注
：
前
回
は
平
成

29
年
に
改
訂
）
に
、学

校
は
、地
域
で
行
わ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と連

携
・協
働
を
深
め
る
こと
を
規
定
す
る
こと
な
どの
見
直
しを
検
討
。

○
高
校
入
試
：
部
活
動
の
活
動
歴
や
大
会
成
績
の
み
で
は
な
く、
部
活
動
か
ら
うか
が
え
る
生
徒
の

個
性
や
意
欲
、能
力
に
つ
い
て
、調

査
書
の
み
な
らず
生
徒
に
よ
る
自
己
評
価
資
料
、面

接
や
小
論

文
な
ど入
試
全
体
を
通
じ
て
多
面
的
に
評
価
。

○
教
師
の
採
用
：
部
活
動
指
導
に
係
る
意
欲
や
能
力
等
に
つ
い
て
、採

用
選
考
に
あ
た
り評

価
した
り、

人
事
配
置
に
お
い
て
過
度
に
評
価
し
て
い
る
こと
が
あ
れ
ば
、適
切
に
見
直
し
。

※
地
域
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
間
の
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動
の
見
直
し
（
第

10
章
）

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
を
段
階
的
に
進
め
つ
つ
も
、現
在
行
わ
れ
て
い
る
学
校
の
運
動
部
活
動
に
つ
い
て
も
、引
き
続
き
速
や
か
な
改
革
が
求
め
られ
る
。

（
誰
も
が
参
加
しや
す
い
活
動
、複

数
の
活
動
を
経
験
で
き
る
活
動
日
数
や
時
間
、指

導
体
制
の
見
直
し、
地
域
ス
ポ
ー
ツ団

体
等
との
連
携
・協
働
）

３



運
動
部
活
動
の
休
日
に
お
け
る

地
域
移
行
に
つ
い
て

三
朝
町
教
育
委
員
会



改
革
の
背
景

■
生

徒
数

⇒
平
成
の
３
０
年
間
で
生
徒
数
は
約
４
割
減

■
部
活
設
置
数

⇒
平
均
１
１
部
で
増
減
な
し

１
部
あ
た
り
の
参
加
人
数
は
減
少
傾
向

■
参

加
率

⇒
部
活
動
参
加
率
は
減
少
傾
向

■
時
間
外
勤
務

⇒
教
員
が
休
日
の
部
活
動
に
関
わ
る
時
間
は
、
１
０
年

前
に
比
べ
て
約
２
倍
と
負
担
が
増
加

※
連
盟
や
協
会
主
催
の
大
会
が
増
加

■
そ

の
他

⇒
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
生
徒
が
増
加



こ
れ
ま
で
の
経
緯
・
取
組
に
つ
い
て
（
国
）

■
平
成
３
０
年
３
月

「
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

■
平
成
３
１
年
１
月

中
教
審
答
申

部
活
動
を
学
校
単
位
か
ら
地
域
単
位
の
取
組
と
し
、
学
校
以
外
が
担
う
こ
と
を
示
す
。

■
令
和
２
年
９
月

「
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
に
つ
い
て
」

⇒
令
和
５
年
度
以
降
の
休
日
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
示
す
。

■
令
和
３
年
１
０
月
～
令
和
４
年
５
月
（
全
８
回
）

「
中
学
校
部
活
動
の
休
日
に
お
け
る
地
域
移
行
検
討
会
議
」

⇒
地
域
移
行
に
係
る
提
言
を
と
り
ま
と
め
る
。



こ
れ
ま
で
の
経
緯
・
取
組
に
つ
い
て
（
町
）

■
令
和
４
年
１
月
１
８
日

三
朝
中
学
校
と
事
務
局
に
よ
る
部
活
動
移
行
協
議

■
令
和
４
年
４
月
１
４
日

第
１
回
中
部
地
区
部
活
動
移
行
検
討
会

中
部
各
市
町
社
会
体
育
担
当
者

中
部
各
市
町
学
校
体
育
担
当
指
導
主
事

■
令
和
４
年
５
月

９
日

三
朝
町
教
育
委
員
会
事
務
局
協
議

■
令
和
４
年
５
月
２
５
日

第
２
回
中
部
地
区
部
活
動
移
行
検
討
会

■
令
和
４
年
５
月
２
７
日
～

教
職
員
・
生
徒
・
保
護
者
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

■
令
和
４
年
６
月
１
０
日

三
朝
中
学
校
保
護
者
対
象
説
明
会

■
令
和
４
年
６
月
１
３
日

第
３
回
中
部
地
区
部
活
動
移
行
検
討
会

体
育
保
健
課
、
小
中
学
校
課
の
出
席
を
依
頼

■
令
和
４
年
６
月
２
３
日

三
朝
小
学
校
保
護
者
対
象
説
明
会



提
言
の
概
要

－
部
活
動
の
意
義
と
課
題
ー

■
部
活
動
は
、
学
級
と
は
異
な
る
集
団
で
の
活
動
を
通
じ
た
人
間
形
成
の

機
会
や
、
多
様
な
生
徒
が
活
躍
で
き
る
場
で
あ
る
。

■
部
活
動
は
、
教
師
に
よ
る
献
身
的
な
勤
務
の
下
で
成
立
し
て
き
た
が
、

休
日
を
含
め
、
長
時
間
勤
務
の
要
因
で
あ
る
こ
と
や
、
指
導
経
験
の
な

い
教
師
に
と
っ
て
多
大
な
負
担
で
あ
る
。

■
生
徒
に
と
っ
て
は
、
望
ま
し
い
指
導
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

■
国
会
審
議
に
お
い
て
「
部
活
動
を
学
校
単
位
か
ら
地
域
単
位
の
取
組
と

す
る
」
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。



提
言
の
概
要

－
改
革
の
方
向
性
①
ー

■
部
活
動
は
必
ず
し
も
教
師
が
担
う
必
要
の
な
い
業
務
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
休
日
に
教
科
指
導
を
行
わ
な
い
こ
と
と
同
様
に
、
休
日
に
教
師

が
部
活
動
の
指
導
に
携
わ
る
必
要
が
な
い
環
境
を
構
築
す
る
。

■
部
活
動
の
指
導
を
希
望
す
る
教
師
は
、
休
日
に
指
導
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

■
生
徒
の
活
動
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
休
日
に
お
け
る
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
を
実
施
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。



提
言
の
概
要

－
改
革
の
方
向
性
②
ー

■
令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
を
運
動
部
活
動
の
改
革
集
中
期
間
と
し
て
位

置
づ
け
る
。

■
一
部
の
学
校
に
お
い
て
、
部
活
動
に
生
徒
全
員
を
強
制
加
入
さ
せ
る
よ

う
な
、
部
活
動
の
本
来
の
趣
旨
と
は
異
な
る
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

■
学
校
部
活
動
等
に
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
途
中
で
退
部
や
他
の
活

動
に
移
っ
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
高
校
入
試
の
評
価
に
お
い
て
不
利
に

取
り
扱
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

■
教
員
が
部
活
動
の
指
導
を
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
部
活
動
指
導
に
係

る
意
欲
や
能
力
等
を
評
価
す
る
こ
と
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。



提
言
の
概
要

－
具
体
的
な
方
策
ー

１
休
日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行

■
休
日
の
指
導
や
大
会
へ
の
引
率
を
担
う
地
域
人
材
の
確
保

■
保
護
者
に
よ
る
費
用
負
担
、
自
治
体
に
よ
る
減
免
措
置
等
と
国
の
支
援

■
拠
点
地
域
に
よ
る
実
践
研
究
と
そ
の
全
国
展
開

２
合
理
的
で
効
率
的
な
部
活
動
の
推
進

■
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
合
同
部
活
動
等
の
推
進

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

■
大
会
の
在
り
方
の
整
理

⇒
中
体
連
主
催
大
会
は
、
令
和
５
年
度
よ
り
学
校
単
位
又
は
ク
ラ
ブ
単
位
で

の
参
加
が
可
能
と
な
る
。



本
町
に
お
け
る
現
状
と
課
題
①

現
状
と
課
題

求
め
ら
れ
る
対
応

受
入
れ
団
体
等

の
整
備

受
け
皿
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
整
備

充
実
が
必
要

各
団
体
と
受
け
入
れ
に
つ
い
て
協
議

指
導
者
の
質
・

量
の
確
保

専
門
性
や
資
質
を
有
す
る
指
導
者
の
確
保

が
課
題

・
教
員
の
兼
職
兼
業

・
大
学
等
か
ら
の
派
遣

・
指
導
者
資
格
取
得
の
促
進

大
会
の
在
り
方

・
中
体
連
の
競
技
団
体
が
主
催
す
る
大
会

が
併
存

・
大
会
運
営
の
多
く
を
教
員
が
担
う

・
大
会
運
営
体
制
の
見
直
し
を
要
請

・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
で
も
参
加
で
き
る

大
会
の
整
備
を
要
請

会
費
の
在
り
方

・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
支
払
う
会
費
が
保
護

者
に
と
っ
て
負
担

・
家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
は
参
加
を

躊
躇

・
自
治
体
や
国
の
支
援

・
寄
付
等
に
よ
る
基
金
の
創
設



本
町
に
お
け
る
現
状
と
課
題
②

現
状
と
課
題

求
め
ら
れ
る
対
応

保
険
の
在
り
方

地
域
移
行
後
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ

う
に
十
分
な
補
償
を
受
け
ら
れ
る
状
況
を

整
備

・
指
導
者
や
参
加
者
の
保
険
加
入

・
災
害
共
済
給
付
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
）
と
同
程
度
の
補
償
と

な
る
よ
う
に
国
が
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
に
要
請

諸
制
度
の
整
備

学
校
で
部
活
動
が
運
営
さ
れ
、
教
員
が
顧

問
と
な
っ
て
指
導
を
担
う
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
諸
制
度
に
つ
い
て
の
見
直
し

【
国
】
次
期
学
習
指
導
要
領
に
明
記

【
県
】
部
活
動
の
活
動
歴
や
成
績
の
み

で
な
く
、
多
面
的
に
評
価
す
る

入
試
と
す
る
こ
と

【
県
】
教
員
採
用
に
つ
い
て
、
部
活
指

導
へ
の
意
欲
や
能
力
を
過
度
に

評
価
し
な
い
こ
と



想
定
さ
れ
る
参
加
方
法

①
平
日
は
学
校
の
部
活
動
に
参
加

㋐
休
日
は
地
域
の
受
け
入
れ
団
体
で
平
日
と
同
一
競
技
の
地
域
部
活
動
に
参
加

㋑
休
日
は
地
域
の
受
け
入
れ
団
体
で
平
日
と
は
別
競
技
の
地
域
部
活
動
に
参
加

㋒
休
日
は
平
日
と
同
一
競
技
の
町
外
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
参
加

㋓
休
日
は
平
日
と
別
競
技
の
町
外
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
参
加

㋔
休
日
は
部
活
動
に
参
加
し
な
い

⇒
㋑
㋒
㋓
の
場
合
、
中
体
連
と
競
技
団
体
の
各
規
程
に
よ
る
大
会
参
加
の
可
否

を
事
前
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
平
日
、
休
日
と
も
町
外
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
参
加

③
部
活
動
に
は
参
加
し
な
い



休
日
に
お
け
る
地
域
移
行
ア
ン
ケ
ー
ト
（
保
護
者
）

休
日
の
部
活
動
を
地
域
が
担
う
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

ｎ
＝
81

賛
成
で
あ
る

39
.5
%

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
で
あ
る

35
.8
%

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
反
対
で
あ
る

16
.0
%

反
対
で
あ
る

8
.
6
%



休
日
に
お
け
る
地
域
移
行
ア
ン
ケ
ー
ト
（
保
護
者
）

休
日
の
部
活
動
を
地
域
が
担
う
場
合
の
活
動
方
針
と
し
て
、
あ
な
た
の
望
む
も
の
に
近
い
も
の
は

ど
れ
で
す
か
。

ｎ
＝
81

運
動
や
活
動
を
楽
し
ん
で
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
方
針

34
.6
%

技
術
指
導
を
目
的
と
し
た
方
針

16
.0
%

技
術
指
導
に
加
え
て
、
大
会
等
で
よ
い
成
績
を
収
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
方
針

28
.4
%

活
動
す
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
方
針
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い

21
.0
%



休
日
に
お
け
る
地
域
移
行
ア
ン
ケ
ー
ト
（
保
護
者
）

地
域
移
行
後
は
、
学
校
の
活
動
で
は
な
い
た
め
、
指
導
者
の
報
酬
や
参
加
者
の
保
険
料
等
は
、
基

本
的
に
受
益
者
負
担
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

ｎ
＝

81

賛
成
で
あ
る

32
.1
%

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
で
あ
る

34
.6
%

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
反
対
で
あ
る

21
.0
%

反
対
で
あ
る

12
.3
%



休
日
に
お
け
る
地
域
移
行
ア
ン
ケ
ー
ト
（
保
護
者
）

課
題
や
要
望
に
つ
い
て
（
自
由
記
述
）

○
多
様
な
活
動
の
機
会
を
提
供
し
て
欲
し
い
。

○
地
域
人
材
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

○
送
迎
が
負
担
に
な
る
。

○
保
険
や
活
動
費
等
の
負
担
が
課
題
で
あ
る
。

○
指
導
者
の
資
格
取
得
を
進
め
て
欲
し
い
。

○
休
日
だ
け
で
な
く
平
日
の
移
行
も
早
期
に
実
現
す
べ
き
。

○
部
活
動
の
強
制
加
入
を
止
め
て
欲
し
い
。



今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
町
）

■
６
月
～
１
０
月
頃

○
中
学
校
と
の
協
議

○
関
係
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
協
議

○
中
部
地
区
５
市
町
に
よ
る
地
域
移
行
協
議

■
１
２
月
頃

○
方
針
決
定

■
令
和
５
年
１
月
頃

○
第
２
回
保
護
者
説
明
会
の
開
催
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